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2021 年度第 1 回 外洋常任委員会 議事録 

開催日；2021 年 5 月 28 日（金）18:00～19:50 

会議の方法 WEB 会議（Zoom） 

出席者；（理事） 

馬場益弘 副会長、中澤信夫 副会長、大村雅一 常務理事、平松隆 理事、 

橘田佳音利 理事、菊池邦仁 理事、新田肇 理事、岩瀬善貞 理事、安田大助 理事、 

宇都光伸 理事、中村和哉 理事、 

 （委員会関係） 

 八木達郎 外洋計測委員会委員長、日下部大蔵 ルール委員会外洋規則小委員会委員長 

船澤泰隆 国際委員会外洋小委員会委員長、金子純代 キールボート強化委員長、 

服部好彦 ジャパンカップ委員会委員長、坂谷定生 参与、作田智惠子 艇登録 WG 長 

鈴木一行  国際委員会外洋小委員会委員 

 

鈴木保夫  外洋事務局長、 

寺澤寿一  JSAF 事務局長、 

記録者 鈴木保夫 

 

大村常務理事の進行で 18：00 より馬場副会長の挨拶で開始した。 

 

馬場：緊急事態宣言の中、出席しただき感謝します。 

京都では 5 月 26 日に聖火リレーが行われ、オリンピックが近づいていることを感

じている。オリンピックを是非開催して欲しいと思っています。 

議事 

①セールナンバー発行規則・艇登録規則 

    作田艇登録 WG 長より以下の説明がなされた。 

現行の「艇登録規則」と提案していた「セールナンバー発行規則」を一本化した案

「外洋艇セールナンバー登録規則」を外洋常任委員に意見を求めたところ、意見が

無かったので明日の理事会の協議事項として提出した。 

外洋艇セールナンバー登録規則のガイドラインンも素案を作成したので説明する。 

クラス協会に所属する艇のナンバーの扱いについては今後クラス協会と協議して皆

さんに示したい。 

特殊ナンバー等、皆さんの意見を聞きながら 6 月末までにまとめたい。 

本体の規則の変更に伴い、通信等、見直しが必要な関連規則もあると思うので、各

委員会でも検討をお願いしたい。 
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   以上の説明に対し、以下の質疑がなされた。 

   新田：セールナンバーを見て、オーナーが加盟団体の会員かどうか判断できるか？ 

      また、登録艇の HP の公開について、有効なセールナンバーが主催団体で分か

るようにしてもらいたい。 

   作田：現在でも各レースのコミッティーは、会員なのか、非会員なのかはチェックで

きる。 

      会員か非会員かわかるように、セールナンバーを HP に UP することを考えて

いる。 

   大村：船舶無線局の対象範囲をオーナーが加盟団体会員以外の艇も対象にするのかに

ついては、外洋安全通信委員会から外洋常任委員会で判断して欲しい、との意

見があったので検討チームで検討したい。 

  

  ②外洋艇登録事務局の発足 

   作田：西内海の小山さんに外洋艇登録事務局長にご就任頂いた。 

      4 月から 3 か月間は試用期間とし 7 月から本契約とする。 

      1 年間は作田と寺澤さんがフォローする。 

      外洋常任委員会の情報も必要なこともあるので、今後は本会議に参加させて頂

きたい。 

    これについて大村常務理事から、艇登録規則も変更になるのでオブザーとして暫く 

は参加をお願いすることが提案され、出席者全員の承認を得られた。 

   新田：艇登録事務局の範囲はどこまでか。 

   作田：寺澤事務局長が行っていた艇登録に関する部分を今まで通りに行う。 

 

  ③外洋ダブルス選手権の開催 

   中村（和）：外洋ダブルス選手権の準備をしていたが、コロナの緊急事態宣言が発令

されたこと等の理由により中止に至った。 

9 艇のエントリーがあり、8 艇が参加の予定であった。 

天候の悪化も考慮したが、判断が難しく今後の良い経験となった。 

   馬場：関係の皆さんには直前まで努力を頂き感謝を申し上げます。 

     再度開催できるように、次回のダブルハンドレースについて今後協議していきた 

     い。 

 

  ④サバイバルトレーニングの実施 

   大村：外洋特別規定で定められているサバイバルトレーニングは、今まで日本では海

外のトレーナーを招聘しなければ実施できなかった。 
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     日本でも実施できる体制が必要と考え JOSA を JSAF の認証機関として実施の計

画をした。 

     外洋ミックスダブルスがオリンピックの種目に採用されることになったので、オ

リ強の HP にも掲載した。 

     6 月 5 日から 7 日までの 3 日間の開催で募集をしたところ即日、予定の 10 名を

オーバーした。 

     会場の福岡でも緊急事態宣言が発令中であり、全国から参加者が集まり万が一施

設に迷惑が掛かった場合のことも考慮して延期をすることにした。 

     申し込まれている方には次回優先で受講して頂けるように、年内と年明けに１回

ずつ開催することで現在施設と調整を行っている。 

     今後も毎年開催できるようにオリ強に予算面のお願いをする。 

 

  ⑤フラッグリレー 

   菊池：スタートしてから既に 5 年が経って今年がフィニッシュとなる。コロナの中で

今後の計画の細部を詰めるのは難しいが、最後は横浜から東京に持っていきたい

と考えている。東京入りについては皆さんに意見を聞いて決める。 

 

  ・パリオリンピックについて 

   鈴木（一）：4 月 15 日に IOC からワールドセーリングに外洋ミックスダブルスを見

直して代替え種目の検討の提案があった。 

     理由として、安全性、メディア対応、コスト面の 3 つが挙げられている。 

     これを受け、ミックスダブルスが無くなった場合の代替え案が 5 月 14 日のワー

ルドセーリングの理事会に提出された。 

     あとは、6 月 8 日の IOC の理事会での決着を待つのみとなる。 

   馬場：世界選手権が 1 回も開催されていないことがネックとなっている。 

 

  ⑥法制度、安全関係等の調査、検討チームの設置について 

   大村：チームのメンバーが集まりつつあり現在 5 人集まっている。 

     もう少しメンバーを増やし、分野別にメンバーを分けて検討をしていく。 

     マッチングは JSAF ホームページのサイトを作っている。 

     みなさんもメンバーに手を挙げて欲しい。 

     ・新田理事からチームに入りたいとの発言があった。 

 

  ⑦各専門委員会・小委員会からの報告 

   外洋計測委員会 
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八木：昨年からのコロナの影響で８０％まで証書の発行が減った。 

 

   外洋安全委員会 

    大村：本日は大坪委員長が欠席だが、JCI 評議員会の報告書が提出されている。 

      事業計画の中で、JSAF が提案した項目が JCI の調査研究項目に入っている。 

   ルール委員会外洋規則小委員会 

    日下部：レースが少なくなっているので、レースから得られる知見が少なくなって

いる。 

ルールでは RV（夜間）について軽微な変更があるので翻訳に係っている。 

   キールボート強化委員会 

    金子：活動自粛でイベントがなく、本日報告できることはない。 

   ジャパンカップ委員会 

    服部：報告すべき事項はない。 

   国際委員会外洋小委員会 

    船澤：ワールドセーリングの O&O のリコメンデーションは会議が無いので混乱し

ている。 

 

  ⑧各水域の報告 

   菊池：今年は復興レースを企画していたがコロナで実施できない。 

   新田：関東ではレースの開催ができない。 

     東京湾～三浦レースは開催された。 

     大島レースは中止、１．２．３．ショートハンドレースも未定、OSC のトランス

サガミは開催の可能性がある。関東 4 団体の WEB 会議で船舶局の話題が出た。 

   平松：毎年 GW にミドルボート選手権を開催していたが、3 月早々に中止とした。 

     シーボニアで代わりのレースを準備していたが、その後緊急事態宣言が発令され

て中止となったので有志で行った。 

   岩瀬：中部では 4 月末に 25ft 以下のヨットがプライベートでレースを行い、転覆し

て夫婦が死亡する事故があった。保安庁から今後は集団でセーリングする場合は 

     報告するようにとの指導があった。 

     パールレースは中止が決まっている。その後のレースは様子を見ている状況。 

   安田：関西では GW からレースが開催しにくい。コモドアカップも中止、西宮では 

     IRC でオープンクラスのみが行われた。 

     今週末にドラゴンが 8 艇でレースを行う予定。 

     8 月 14 日の阿波踊りレースは開催の予定とのこと。 

   宇都：九州沖縄は毎年 3 月に一同に会して会議を行っているが今年は無かった。 
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     九州水域の活動状況はあまり届いていない。 

     南九州では、自治体の絡むレースは開催できないが、種子島レースは延期となり

8 月に開催の予定。三島カップは今年も中止。 

     南九州は会長が宇都から石川氏に変わった。 

   坂谷：愛知県では緊急事態宣言中なので、パールレースは公示を出す前に中止とした。 

     これで台風での中止を合わせて 4 年連続の中止となってしまった。 

     来年は開催したいが、4 年間レースの経験がないことにより、安全への懸念があ

る。 

 

  ⑨その他 

   平松：オリンピックの観覧艇を出すことになっている。1 名 6 万円となっているが、

決まったら通知する。 

   大村常務理事より以下の説明がなされた。 

    ・明日 29 日の JSAF 理事会の議題項目。 

    ・今年度の外洋常任委員会の日程説明。 

    ・外洋団体長会議の開催方法は状況を観て判断。 

    ・外洋艇推進グループの組織図に「外洋艇登録事務局」を加えたこと。 

   宇都：GW のダブルハンドの中止はコロナの感染が理由なのか教えて欲しい。 

   大村：緊急事態宣言で移動の制約があったので総合的に判断して中止とした。 

中澤：オリンピックのプロトコルボートについてメールが送られていると思うが希望

者がいれば申し出て欲しい。 

 

最後に中澤副会長の、皆様お疲れ様でした明日の理事会に参加される方は連続での参

加で大変お疲れ様です。4 年後に外洋ミックスダブルスが開催できることを楽しみ

にしています。 

 との〆の挨拶で 19：50 分に閉会となった。 

                                      以上  


